
取 扱 説 明 書

この度は comuoon connect をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
本製品を正しくお使いいただくため、ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読み
ください。また、必要なときにご覧になれるよう保管しておいてください。
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コミュニケーションサポートシステム 
comuoon connect について

「comuoon（コミューン）」とは、「Communication」と「Cocoon」
の造語です。
「健聴者と難聴者、中途失聴者の方とコミュニケーションを楽しんでほ
しい」「まったく新しい聴こえの形が生まれた」と言う意味を込めてい
ます。
また「コミューン」という呼び名はフランス語のコミュヌ [kɔmyn]「共
用」「共有」にあたり「聴こえのユニバーサルデザインを実現していく」
という意味を込めたネーミングです。

comuoon connect の特徴について 　

難聴者と健聴者間の「コミュニケーション」をサポート
「コミュニケーションサポートシステム comuoon connect（コミュー
ンコネクト）」は、デジタルアンプ、マイクアンプ、マイクが一体になっ
たマイクロPA※システムです。話し手が付属のマイクで語りかけること
で、軽度の難聴者の方や、補聴器を装用している難聴者の方への聴こえ
を改善しコミュニケーションをサポートすることができます。
※ Public Address の略、イベントや講演会等でマイク、スピーカー、アンプ、ミキ
サーなどを使って声や音を拡声するシステムを指します。

ワンステップですぐに利用できる
それぞれの機器の電源を入れ、comuoon connect 本体のペアリング
ボタンを押し、マイクトランスミッターとコントロールドック／レシー
バーをコネクトすれば準備完了。難しい設定は必要ありません。

高音質デジタルワイヤレス技術を搭載
デジタルワイヤレスにより信頼性が高く安定したワイヤレス音声伝送を
実現。
アナログワイヤレスシステムとは異なり、干渉やシグナル劣化のリスク
が減少します。最大通信範囲は 10mとなります。
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最大4システムを組み合わせて利用可能
1 台のワイヤレスマイク送信機（マイクトランスミッター）に対して、
最大 4台の comuoon connect 本体を同時に使用できるので、異なる
聴力レベルの難聴者の方でもご利用が可能となります。

スピーカー部の上下の角度調整が可能に
カウンターの高さや聞き手の身長に合わせて、聞きやすい角度に設定で
きるようになりました。

ボタンの視認性をアップ
ユーザビリティーが改善し、音量ボタンやミュートボタンのデザインを
さらに見やすくしました。

comuoon リスニングエンジン
「comuoon リスニングエンジン」は低消費電力ながら、ピュアでク
リーンな音質を生み出し、オーディオメーカー各社のトップエンドモデ
ル機に採用されている、新日本無線製オーディオ用高音質オペアンプ 
「MUSES」を採用、同社の 1bitA/D コンバータ、DSPを組み合わせる
ことにより、スピーカーの直前までフルデジタル処理で行う先進の構成
で低ノイズかつ忠実な音声を再現します。
コントロールドック／レシーバー内にはD Class アンプ、マイクアンプ、
DSPおよび A/D コンバーターなどすべての機能を手のひらほどの小さ
さにおさめました。
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パッケージ内容
ご使用になる前に次の同梱品がそろっているか確認してください。

・ 本体（スピーカー、
コントロールドック／
レシーバー）

・ ヘッドセットマイク
comuoon connect type HS に
付属します。

・ ピンマイク
comuoon connect type PMに
付属します。

・ マイクトランスミッター

・ ACアダプタ ・ 電源コード

・ USBケーブル
・ 取扱説明書（本書）
・ 保証書
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安全にお使いいただくために
ここに示した警告サインと図記号の例は、本製品を安全に正しくお使い
いただき、お使いになる人や、他の人々への危害や財産への損害を未然
に防止するためのものです。表示と意味は次の通りです。

この表示の項目を守らないと、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定される内容を
表示しています。

警 告

この表示の項目を守らないと、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定される内容を
表示しています。

注 意

この図記号は禁止行為であることを示して
います。

この図記号は必ず実行していただきたい行
為であることを示しています。
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警告 本製品について

煙が出たり、異臭、異音などの異常を感じたりしたら、すぐ
に使用を中止してください。
そのまま継続して使用すると、火災、感電、故障の原因になります。
すぐに電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いてください。

絶対に分解したり、修理、改造をしたりしないでください。
火災、感電、故障、やけどの原因になります。

内部に異物を入れないでください。
液体や異物が内部に入ってしまったときは、すぐに電源を切り、コ
ンセントから電源プラグを抜いてください。
水などの液体や金属片などの異物を入れると、火災、感電、故障の
原因になります。

落としたり、強い衝撃を加えたりしないでください。
衝撃を加えてしまったときは、すぐに電源を切り、コンセントから
電源プラグを抜いてください。そのまま継続して使用すると、火災、
感電、故障の原因になります。

雷が鳴りだしたら、本体やACアダプタ、電源コードに触れた
り、マイクなど周辺機器を接続したりしないでください。
落雷による感電の原因になります。

長時間、音がひずんだ状態で使用しないでください。
発熱し火災、故障の原因になります。

注意 本製品について

磁気の影響を受けやすいもの（磁気カード、時計など）を近
づけないでください。
スピーカーからの磁気の影響で使用できなくなる恐れがあります。
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本製品を移動するときは、電源コードや接続ケーブルを抜い
てください。
電源コードや接続ケーブルが傷つき、火災、感電、故障の原因にな
ります。

スピーカー部を持って本体を持ち上げたり、移動したりしな
いでください。
コントロールドック／レシーバー部が外れて落下して、故障、けが
の原因になります。

警告 本製品の設置について

水や薬液のかかる恐れのある場所に設置および保管しないで
ください。
火災、感電、故障の原因になります。

高温、多湿、ほこりの多い場所に設置しないでください。
窓際や車中など直射日光のあたる場所、ストーブのような暖房器具
の近くなど高温になる場所、調理台や加湿器の近くなど油煙のあた
る場所、湿気の多い場所、またほこりの多い場所に設置すると火災、
感電、故障の原因になります。

注意 本製品の設置について

不安定な場所に設置しないでください。
落下したり転倒したりして、故障、けがの原因になることがあります。

電源コードや接続ケーブルを人が通るところなど引っ掛かり
やすい場所に這わせないでください。
つまずいて転倒したり、本製品が落下したり、けがや事故の原因とな
ります。

電子機器や発信機（携帯電話など）から離して設置してくだ
さい。
雑音の原因になります。
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警告 電源について

ACアダプタはAC100Vの家庭用電源で使用してください。
異なる電源で使用すると、火災、感電、故障の原因になります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電、故障の原因になります。

電源プラグやコンセントにほこりがつかないようにしてくだ
さい。
電気の火花がほこりに引火し、火災、感電、故障の原因になります。
定期的にゴミやほこりを取り除いてください。

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでくださ
い。
差し込みが不完全だと、発熱したりほこりが付着したりして火災、
故障の原因になります。
電源プラグを根元まで差し込んでもゆるみがあるコンセントは使用
しないでください。

電源コードを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく
ださい。
電源コードを引っ張ると、電源コードが破損して、火災、感電、故
障の原因になります。

電源コードの上に重い物を載せないでください。
電源コードが破損して火災、感電、故障の原因になります。

ACアダプタを布やカバーで覆わないでください。
熱がこもることで、ACアダプタが変形して、火災、感電、故障の原
因になります。
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付属のACアダプタや電源コード以外を使用しないでくださ
い。
火災、感電、故障の原因になります。

注意 電源について

長期間使用しないときは、電源を切って電源プラグを抜いて
ください。
安全のため、電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いてくだ
さい。

通電中の本体やACアダプタに長時間触れないでください。
低温やけどの原因になります。

電源コードをACアダプタに巻き付けないでください。
断線の原因になります。

注意 お手入れについて

ベンジン、シンナー、合成洗剤などの薬液を使用しないでく
ださい。
変色の原因になります。汚れは、乾いた柔らかい布で拭き取ってく
ださい。
その際、マイクに息を吹きかけることはしないでください。

お手入れするときは、電源を切って電源プラグを抜いてくだ
さい。
電源を接続したままお手入れをすると、感電の原因になります。
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無線通信機能を使用する場合のお願い
・ 本製品の使用周波数帯は 2.4GHz です。この周波数帯では、電子レン
ジなどの産業、科学、医療機器の他、工場の製造ラインなどで使用さ
れる免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電
力無線局、アマチュア無線局など、他の無線局が運用されています。
・ 本製品を使用する前に、周辺区域で他の無線局が運用されていないこ
とを確認の上、使用を開始してください。
・ 本製品は電磁波を発生、使用、放射するため、取扱説明書に従って
使用しない場合には無線通信の障害の原因となることがあります。
また、特定の設置方法によって障害が起きないことを保証するもので
はありません。本製品がラジオやテレビの受信に障害を発生させる場
合には、次の方法をお試しください。なお本製品が原因かどうかを調
べるには、本製品の電源を入／切してご確認ください。
‒  受信アンテナの向きを変える、または設置場所を変える
‒  本製品と受信アンテナの設置場所を離す
‒  本製品と受信アンテナを別回路のコンセントに接続する
‒  販売店、もしくはラジオやテレビの専門技術者に相談する
・ 本製品は日本国内でご使用ください。本製品の無線通信機能は日本国
内での無線規格に準拠しています。
※ 海外でご使用になると罰せられることがありますので、ご注意ください。

・ その他、本製品の無線装置などについて不明な点などございましたら、
販売代理店または、お問い合わせ窓口までご連絡ください。
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各部の名称

本体（コントロールドック／レシーバー）

①

②

⑧

③
④

⑤

⑨ ⑩

⑦
⑥

①電源ボタン
押す：本体の電源を入れたり、切ったりします。

②ミュートボタン
押す：スピーカーから出る音を消音／消音解除することができます。
（本体の音量インジケーターが消灯）
・ 押すたびに消音／消音解除確認音が鳴ります。
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③音量ボタン（＋）
押す：音量を上げます。
長く押す：音量をすばやく上げます。
・ 音量レベル最大時に押すと、ボイスコンプレッサーが起動し、マイクの感
度が上がります。（本体の音量インジケーターの中央のランプが点滅）

・ 押すたびに現在の音量レベルの音量確認音が鳴ります。

④音量ボタン（－）
押す：音量を下げます。
長く押す：音量をすばやく下げます。
・ ボイスコンプレッサー起動中に押すと、ボイスコンプレッサーをオフにす
ることができます。本体の音量インジケーターの中央のランプが点灯する
まで押してください。

・ 押すたびに現在の音量レベルの音量確認音が鳴ります。

⑤ 音量インジケーター
現在の音量レベルを確認できます。（現在の音量レベルに応じて点灯している
ランプの数が増減）

⑥イルミネーション
電源の入／切の状態を確認できます。（電源が入っているときは点灯）

⑦ペアリングボタン
押す：マイクトランスミッターなどの無線通信機器をペアリング（接続）し
ます。

⑧ペアリングインジケーター
マイクトランスミッターなどの無線通信機器とのペアリングの状態を確認で
きます。（ペアリング中は点灯、ペアリング待機中は点滅）

⑨DC IN 端子
ACアダプタを利用して電源に接続します。

⑩MULTI 端子
音質調整など、本体のメンテナンスに使用します。お客様がご使用になるこ
とはできません。
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マイクトランスミッター

①

②
③

④

⑥⑤

①電源ボタン
押す：マイクトランスミッターの電源を入れます。
・ 電源が入っている状態で押すと、マイクトランスミッターから送信する音
を消音／消音解除することができます。

長く押す：マイクトランスミッターの電源を切ります。

②ペアリングインジケーター
本体とのペアリングの状態を確認できます。（ペアリング中は点灯、ペアリン
グ待機中は点滅）

③ミュートインジケーター
マイクトランスミッターの消音の状態を確認できます。（消音中は点滅）

④CHG端子
USBケーブルを利用して電源に接続し、充電します。
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⑤電源／充電インジケーター
電源の入／切や充電の状態などを確認できます。（電源が入っている場合は青
色で点灯、充電中は赤色で点灯、電池残量が少ない場合は青色で点滅）

⑥MIC端子
マイクを接続します。

■充電について
マイクトランスミッターにはリチウムポリマー電池が内蔵されて
います。充電するにはマイクトランスミッター背面のCHG端子に
USBケーブルを接続し、スマートフォン用のACアダプタやパソコ
ンの給電ができるUSB端子などの電源に接続してください。
 ・充電中はマイクトランスミッターの電源／充電インジケーターが
赤色で点灯します。
 ・充電時間は最大 5時間です。



15

comuoon connect の準備
本体を組み立ててから、電源に接続します。

スピーカーをコントロールドック／レシーバーか
ら外します。

スピーカー

コントロール
ドック／レシーバー

コントロールドック／レシーバーの接続部分にス
ピーカーの接続部分をまっすぐ差し込みます。

スピーカー接続部コントロールドック／
レシーバー接続部
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ACアダプタを本体につなぎます。
❶  ACアダプタを本体背面のDC IN端子に接続します。
❷ ACアダプタと電源コードを接続します。
❸ 電源プラグをコンセントに接続します。

コンセントへ

❶ ❷

❸

■スピーカーの向きを調整
スピーカーは上下30°の範囲で角度を調整できます。
 ・操作する際は、コントロールドック／レ
シーバーをしっかりと支え、無理な力が
かからないようにスピーカーを持って操
作してください。

15°

15°

30°
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 comuoon connect の接続
マイクトランスミッターにマイクをつないでから、本体とマイクト
ランスミッターをペアリング（接続）します。
 ・1台のマイクトランスミッターに対し、最大で 4台の comuoon 
connect 本体を同時にペアリングできます。

ヘッドセットマイクまたはピンマイクを、マイク
トランスミッター背面のMIC端子に接続します。

ピンマイク

ヘッドセットマイク

マイクトランスミッターの電源ボタンを押します。
マイクトランスミッターの電源／充電インジケーターが青色
で点灯／点滅し、マイクトランスミッターの電源が入ります。
・ 電源が入るとマイクトランスミッターのペアリングインジ
ケーターが点滅し、ペアリング待機中の状態になります。
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本体の （電源ボタン）を押します。
本体のイルミネーションが点灯し、本体の電源が入ります。
・ 電源が入って起動が完了すると起動音が鳴り、本体のペア
リングインジケーターが点滅してペアリング待機中の状態
になります。
※ 前回ペアリングを行っている場合は、本体とマイクトランスミッターの
電源を入れると自動的にペアリングされます。以降の操作は不要です。

本体の （ペアリングボタン）を押します。
ペアリングに成功すると、本体とマイクトランスミッターの
ペアリングインジケーターが点滅から点灯に変わり、本体か
らペアリング完了音が鳴ります。
・ 本体を追加でペアリングしたい場合は、追加する本体で手
順 3と手順 4の操作を行ってください。
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comuoon connect の設置

教室での設置例

専用ピンマイクも
ご利用いただけます。

マイクトランスミッターは
ポケット等に入れて身に着ける

50cm
～10mで
話す

本体から

20

聞こえやすさの
適正範囲

２kHz 4kHz 8kHz

50cm
～1mで
聞く

本体から

適正範囲は
上下左右30°

※ハウリングするときは→ P23
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comuoon connect の使い方
あらかじめ本体とマイクトランスミッターをペアリングしておいて
ください。
※ペアリングの操作方法について→ P17

マイクトランスミッターの電源ボタンを押しま
す。
マイクトランスミッターの電源／充電インジケーターが青色
で点灯／点滅し、マイクトランスミッターの電源が入ります。
・ 電源が入るとマイクトランスミッターのペアリングインジ
ケーターが点滅し、ペアリング待機中の状態になります。

本体の （電源ボタン）を押します。
本体のイルミネーションが点灯し、本体の電源が入ります。
・ 電源が入ると本体とマイクトランスミッターのペアリングイ
ンジケータが点灯して、自動的にペアリングが完了します。
・ 本体の起動が完了すると起動音が鳴ります。

※ 本体の起動が完了しても本体とマイクトランスミッターのペアリン
グインジケータが点滅している場合は、ペアリングができていませ
ん。本体の （ペアリングボタン）を押してペアリングしてください。
→ P17
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本体の ／ （音量ボタン）を押して音量を調
整します。
・ 消音／消音解除する場合は本体の （ミュートボタン）また
はマイクトランスミッターの電源ボタンを押してください。
・ 本体の （音量ボタン）を音量インジケーターの中央のラ
ンプが点滅するまで押すと、ボイスコンプレッサーが起動
し、マイクの感度が上がります。
ボイスコンプレッサーをオフにするには、本体の音量イン
ジケーターの中央のランプが点灯するまで本体の （音量
ボタン）を押してください。

マイクに向かって話します。

使い終わったら本体の （電源ボタン）を押し
ます。
本体のイルミネーションが消灯し、本体の電源が切れます。

マイクトランスミッターの電源ボタンを長押しし
ます。
マイクトランスミッターの電源／充電インジケーターが消灯
し、マイクトランスミッターの電源が切れます。
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 ハウリングするときは

ハウリングを改善するために

■マイクや設置位置が原因の場合
 ・マイクとスピーカーの距離が近すぎませんか？ マイクとスピー
カーを 50cm以上離してご利用ください。
 ・マイクとスピーカーが外向きになるように設置してください。マイ
クとスピーカーが向き合うと、ハウリングしやすくなります。
 ・ハウリングやノイズの原因になりますので、マイクを手に持って使
用しないでください。
 ・手や物でマイクをふさがないでください。

■スピーカーシステムが原因の場合
 ・音量を上げすぎていませんか？ 本体の （音量ボタン）を押して
音量を下げてご利用ください。
 ・手や物でスピーカーの正面をふさがないでください。

※ ハウリングが改善しないときは、販売代理店または、お問い合わせ窓口までご連
絡ください。
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困ったときは
本体またはマイクトランスミッターの電源が入
らない。
 ・ACアダプタと本体およびコンセントとの接続を確認して
ください。
 ・マイクトランスミッターの電池残量がない可能性がありま
す。マイクトランスミッターを充電してください。

音が出ない。

 ・本体とマイクの接続を確認してください。
 ・本体およびマイクトランスミッターの電源が入っているか
確認してください。
 ・本体の （ミュートボタン）が押されているか、音量レベ
ルが最小の可能性があります。
電源が入っているにもかかわらず、本体の音量インジケー
ターが消灯している場合は、本体の （ミュートボタン）
または （音量ボタン）を押してください。
 ・マイクトランスミッターが消音になっている可能性があり
ます。マイクトランスミッターのミュートインジケーター
が点滅している場合は、マイクトランスミッターの電源ボ
タンを押してください。

音がひずむ。

本体の （音量ボタン）を押して音量を下げてください。
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音が小さい。

本体の （音量ボタン）を押して音量を上げてください。

本体の音量インジケーターが点灯しない。

本体の （ミュートボタン）が押されているか、音量レベ
ルが最小の可能性があります。
電源が入っているにもかかわらず、本体の音量インジケーター
が消灯している場合は、本体の （ミュートボタン）または
（音量ボタン）を押してください。

ペアリングできない。

 ・ペアリングは、見通し距離約 10m以内で行ってください。
本体とマイクトランスミッターの間に遮蔽物がある場合や、
周囲の環境（壁、家具など）、建物の構造によっては、接続
可能距離が短くなります。
 ・ペアリングに失敗した場合は、本体とマイクトランスミッ
ターの電源を切り、操作をやり直してください。
 ・近くにマイクトランスミッター以外の無線通信機器があ
り、本製品と干渉している可能性があります。その他の無
線通信機器を遠くに移動するか、電源を切ってください。
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音声が途切れる。

無線通信が正しく行われていない可能性があります。
 ・本体とマイクトランスミッターの間に遮蔽物（壁や家具な
ど）がある場合は、本体やマイクトランスミッターを移動
してください。
 ・マイクトランスミッターの最大通信距離は約 10mです。
また、周囲の環境（壁、家具など）、建物の構造によっては、
最大通信距離が短くなります。本体とマイクトランスミッ
ターの間隔を短くしてください。
 ・近くにマイクトランスミッター以外の無線通信機器があ
り、本製品と干渉している可能性があります。その他の無
線通信機器を遠くに移動するか、電源を切ってください。
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comuoon connect 製品仕様
コントロールドック／レシーバー（アンプ）部

再生周波数帯域 20Hz ～ 22,000Hz
実用最大出力 10W/8 Ω（10%THD時）
T.H.D. 0.2％以下（1W 出力時）
S/N 比 85dB 以上（JIS-A）
PEQ 最大 12バンド

DRC ダイナミックレンジコントロール機能有り
（ボイスコンプレッサー）

ステレオ入力 ステレオマトリックスによるミックス
外部 IF 20pin マルチコネクタ（音質調整用）
無線部遅延時間 100ms 以下
伝送方式 非圧縮ロスレス　48kHz
保存温度 -5℃ ～ 50℃
動作温度 5℃ ～ 35℃
電源電圧 DC15V
外形寸法 85mm（W）× 85mm（D）× 54.2mm（H）
質量（本体のみ） 107g

スピーカー部
型式 密封型
実用最大出力 10W 8 Ω
内容積 0.35L
スピーカーユニット φ 60mm フラットスピーカー
周波数特性 80Hz ～ 20,000Hz
外形寸法 95mm（W）× 95mm（D）× 133mm（H）
質量 328g
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マイクトランスミッター部
マイク入力 φ 3.5㎜ 3 極ミニジャック

外部 IF Micro B-USBコネクタ
（リチウムポリマー電池充電用）

伝送方式 2.4GHz　デジタル無線
最大同時使用台数 4 台
最大通信距離 見通し約 10m（環境により異なります）
保存温度 -5℃ ～ 45℃
動作温度 5℃ ～ 35℃

バッテリー／持続時間 3.7V　1,020mAh　リチウムポリマー電池
／約 8時間（満量充電時）

充電時間 約 5時間
外形寸法 100mm（W）× 60mm（D）× 20mm（H）
質量 56g

USBケーブル部
型式 USB A コネクタ － Micro B USBコネクタ
ケーブル長 2m

ACアダプタ部
入力電源電圧 AC 100V
出力電源電圧 DC 15V 2.4A
ケーブル長 3.8m（電源コード接続時）

マイク部（ヘッドセットマイク）
型式 バックエレクトレットコンデンサー型
感度 -47dB±4dB（0dB=1V/1Pa）
周波数特性 150Hz ～ 10kHz
出力インピーダンス 2kΩ以下 at 1kHz（RL=2.2kΩ）
指向特性 単一指向性
動作電圧 1.3V ～ 12V　基準動作電圧 3V
消費電流 250μA以下
最大入力音圧 104dB S.P.L（RL=2.2kΩ 1kHz 1% THD時）
S/N比 52dB以上（1kHz/Pa A-Weighted 時）
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マイク部（ピンマイク）
型式 バックエレクトレットコンデンサー型
感度 -44dB±3dB（0dB=1V/1Pa）
周波数特性 100Hz ～ 20kHz
出力インピーダンス 1.5kΩ ±30%（RL=2.2kΩ 1kHz 時）
指向特性 単一指向性
動作電圧 1.3V ～ 10V　基準動作電圧 3V
消費電流 500μA以下
最大入力音圧 110dB S.P.L（RL=2.2kΩ 1kHz 1% THD時）
S/N比 60dB typical（1kHz/Pa A-Weighted 時）
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MEMO


